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前回会議の報告に

(1)第1回塩竃市総合教育会議概要

(2)不登校について

(3)家庭の教育環境について

(4)地域との連携について
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第1回塩竈市総合教育会議概要

1日時平成27年5月29日（金）

開会13時00分閉会14時25分

2会場壱番館3階共用会議室

3出席者 塩竈市長佐藤昭

塩竃市教育委員会

委員長

委員長職務代行者

委員

委員

教育長

柴田仁市郎

太田忍

池野暢子

山田達磨

高橋睦麿

4協議事項

議題1塩竃市総合教育会議の運営について

塩竃市総合教育会議運営要綱（案）について検討を行い同意・可決した。

議題2塩竃市教育大綱について

塩竃市教育大綱について、家庭教育、学校教育や幼児教育の課題、地域術塩竃市教育大綱について、家庭教育、学校教育や幼児教育の課題、地域社会との連携等様々

な意見交換を行った。

[主な意見］委員の発言から3つのキーワードに意見を集約した。

キーワード

不登校対策

家庭の教育環境

地域との連携

主な意見等

･不登校児童生徒数の多さに驚いている。

･中一ギャップが不登校の一因｡小中一貫教育が不登校対策の手立てになる
のでは。

･不登校児童生徒の傾向を把握し対策を講じるためにも詳細な分析が必要。

･子どもを育てる世代のお父さん･お母さんへの教育が必要。

･家庭は全ての教育の原点｡家庭の団らんや子どもに目を向ける時間が必要。

･教育も子育ても地域全体の課題である｡みんなで協力し合える塩竈方式を模
索すべき。

･浦戸小中学校は地域に支えられている｡浦戸はモデルケースになるのでは。

･地域のことをよく学び､塩竈の未来を担う人材育成に重点をおくぺき。
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不登校について
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｜特に市内の中学生の不登校が多い状況であることが認識できた。
｜全国的にも中一ギｬｯプが不登校の一因と聞いているが､なぜ塩竃市において不｜
|登校生徒が多いのか､もう少し傾向等を分析することが必要である｡小中一貫教育が｜

(_王誕繼空軍坐_L動塁睡壁竺控騨jl辻迦重唾L..,...________,
※前回会議委員発言趣旨取りまとめ

【不登校の調査（平成24年度における不登校児童生徒の追跡調査の結果分析から)】

平成24年度の市内不登校児童生徒（小学生31名、中学生98名）に関する追跡調査の

主な結果は下記のとおりである。

1「不登校状態になり始めた学年は？」という中学生98名の回答では、中1の時期が

40.8%、次いで中2の時期が21.4%であり、中3の時期が16.3%、他学年の時期は10%未

満という状況であり、中一ギャップの傾向が強いものと推察できる。

2不登校になったきっかけについての設問では、小学生は「本人にかかわる問題」が

48.4%、「不安などの情緒的混乱」が32.3%、「親子関係をめぐる問題」が29.0%、中学生

は「本人にかかわる問題」が23.5%、「無気力」が22.4%、「いじめ以外の友人関係をめ

ぐる問題」が18.4%、「遊び・非行」が15.3%、「不安などの情緒的混乱」が14.3%、「学

業不振」が12.2%である。

3発達障害有（疑いがある場合も含む）：小学生が16.1%、中学生が19.4％

4家族との生活状況（母子家庭または父子家庭）：小学生38.7%、中学生52.0％

5家庭の経済状況（要保護・準要保護）：小学生41.9%、中学生45.9％

6保護者の当該児童生徒へのかかわりについて、「改善しようと働きかける努力をして

いる」が、小学生74.2%、中学生63.3%である。

【塩竈市の取組】

1．長期欠席者の早期把握と対応

【概要】

学校において毎日、児童生徒の状況を把握しているが､特に一週間連続不登校につい

ては教育委員会に報告を義務づけ、素早い対応策の実施を確認している。また、毎月の

校長会や教頭会で現状の共有を図り、取組の充実を図っている。

【活動内容】

・毎朝の学級担任による出欠確認、及び欠席家庭への連絡と管理職等への報告・連絡等

・家庭との連絡や児童生徒の状況に応じて対応方法を早急に検討

・一週間連続で不登校児童生徒が出現した時点で、市教育委員会に報告

．－か月ごとに、7日以上欠席した児童生徒の状況等について、市教育委員会に報告

2．学校の取組を支援するための教育条件の整備

【概要】

課題意識の共有と教員の資質の向上を図るために、年度当初に塩竃市内全教員を対
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